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保育現場のＩＣＴ化・自治体手続等標準化検討会について 

 

１ 趣旨  

「子育て安心プラン」に基づく保育の受け皿整備に伴い、保育の担い手となる人材の確

保が必要となる中、保育士の業務負担を軽減し、勤務環境の改善を図ることが求められて

いる。 

また、保育所等のＩＴインフラの整備も喫緊の課題だが、地方自治体ごとに各種手続が

異なっていることや、多くの紙資料の提出が求められるケース等が存在しており、いわゆ

るバックオフィス業務の効率化が進まず、過度な負担となっているおそれがある。 

こういった状況の中、政府では、待機児童を解消するため、本年６月に「子育て安心プ

ラン」を発表し、当該プランを達成するための６つの支援パッケージによる取組を進める

こととしている。このパッケージの１つに「保育の受け皿拡大を支える「保育人材確保」」

が位置づけられており、その中では、「保育士の業務負担軽減のための支援（ＩＣＴ化等）」

として、「ＩＣＴ化に向けたシステムの標準仕様や自治体手続きの標準化を含む改善策検討

のための調査研究を行う」ことが盛り込まれている。 

 以上を踏まえ、本検討会では、保育現場のＩＣＴ化及び自治体手続等の標準化を進める

ため、以下の検討事項を中心に実態把握・検討を行う。 

 

２ 主な検討事項  

・保育現場のＩＣＴ化に向けたシステムの標準仕様の検討 

・保育に関する給付等に関する自治体手続の実態を踏まえた、手続のデータフォーマッ

トの標準化に向けた検討 

・その他保育現場のＩＣＴ化に関する課題の抽出と改善策の検討 等 

 

３ 委員について  

 別紙のとおり。 

ただし、必要に応じ、委員以外の関係者について、検討会への出席を求めることができ

るものとする。 

 

４ 議事及び資料の取扱いについて  

○ 本検討会については、議事概要を作成し、資料とともに公表する。 

○ ただし、座長が特に必要と認めるときは、議事概要及び資料の全部又は一部を公表

しないものとすることができる。 

 

５ 事務について  

 ○ 本検討会の事務は、内閣府、総務省、厚生労働省及び文部科学省の協力を得て、経

済産業省商務・サービスグループサービス政策課教育サービス産業室で行う。 
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